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■
世
界
三
大
自
然
・
野
生
生
物
映

像
祭
の
一
つ
Ｊ
Ｗ
Ｆ
2
0
0
1

が
、
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
四
日
間
、
富
山
市
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
同
映
像
祭
は
、
動
植
物
の
生
態

な
ど
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
通
し
て
、
地
球
環
境
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
五
回
目
の
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

で
最
高
の
世
界
三
十
八
の
国
・
地

域
か
ら
四
百
三
十
五
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
最
終
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品

の
五
十
二
本
の
う
ち
の
二
十
七
本

と
海
外
の
映
像
祭
か
ら
の
招
待
作

品
十
五
本
が
日
本
語
に
吹
き
替
え

ら
れ
て
上
映
。
最
終
日
に
は
、
受

賞
式
が
行
わ
れ
、「
カ
バ
の
約
束
」

（
イ
ギ
リ
ス
）
が
大
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

■
こ
の
ほ
か
、「
環
日
本
海
の
生

物
多
様
性
〜
日
本
海
学
の
視
点
か

ら
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
国
内

外
の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
期
中
は
延

べ
約
四
万
二
千
人
の
観
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

■
ひ
た
む
き
な
生
命
の
営
み
が
映

し
出
さ
れ
た
映
像
に
触
れ
る
こ
と

祭
」に
本
県
の
公
演
団
が
招
待
さ
れ

た
際
に
、
実
現
し
た
も
の
で
、
世

界
の
東
西
を
代
表
す
る
両
演
劇
祭

の
提
携
は
、
国
際
的
に
も
画
期
的

な
こ
と
で
す
。

■
こ
れ
を
機
会
に
芸
術
文
化
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
世
界
に
広
が

り
、
世
界
の
平
和
と
芸
術
文
化
の

振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
生
活
文
化
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
4
5
5

友好提携の調印式を終え、握手をする両演劇
祭の代表者

開会式であいさつをする中沖知事

なごやかに行われた住民の皆さんとのふれあ
い対話

8月

23～
26日

富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
と

モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭
が
友
好
提
携

■
富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭

と
モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭
と
の
友
好

提
携
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の

調
印
式
が
、八
月
三
日
、モ
ナ
コ
公

国
政
府
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ナ
コ
公
国
政
府
か
ら
の
公
式
招

待
を
受
け
訪
問
し
た
中
沖
知
事
ほ

か
、
モ
ナ
コ
公
国
国
務
大
臣
ら
が

立
ち
会
い
、
友
好
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
な
か
、
両
演
劇
祭
の
代

表
が
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

■
こ
れ
は
、
七
月
二
十
六
日
か
ら

八
月
四
日
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ

た
「
第
十
二
回
モ
ナ
コ
世
界
演
劇

8月

3日

ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
1

■
知
事
と
県
民
の
皆
さ
ん
と
が
直

接
ふ
れ
あ
い
、
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
「
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
」
が
、

八
月
三
十
日
、
大
門
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
中
沖
知
事
は
、
午
前
中
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
緑
地
公
園

相
撲
場
、
き
ら
ら
保
育
園
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
越

中
だ
い
も
ん
凧
の
会
の
皆
さ
ん
と

交
流
。
同
会
か
ら
、
今
年
で
二
十

三
回
目
を
迎
え
た
「
越
中
だ
い
も

ん
凧
ま
つ
り
」
の
苦
労
話
が
披
露

さ
れ
、
知
事
は
「
日
本
の
元
気
は

越
中
だ
い
も
ん
か
ら
と
い
う
こ
と

で
凧
を
大
い
に
揚
げ
て
も
ら
い
、

日
本
の
景
気
を
良
く
し
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
る
な
ど
な
ご
や
か
な

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

8月

30日

大
門
町
で
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

で
、
自
然
環
境
保
護
へ
の
関
心
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
広
報
課

1
0
7
6（
4
4
4
）
3
1
3
4

■
午
後
か
ら
は
、
町
議
会
議
員
と

の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
小
学
校
・

幼
稚
園
の
早
期
整
備
な
ど
に
つ
い

て
幅
広
く
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■
続
い
て
、
上
条
住
宅
団
地
、
大

門
町
企
業
団
地
な
ど
を
視
察
し
た

あ
と
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
南
郷
で
は
、

大
門
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆

さ
ん
と
交
流
。
平
成
二
十
二
年
に

本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
話

題
と
な
り
、
知
事
が
激
励
の
言
葉

を
か
け
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

■
県
で
は
、
今
後
も
知
事
が
県
民

の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
ふ
れ
あ

い
、
地
域
の
現
状
な
ど
を
視
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、魅
力
に
あ
ふ
れ
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
広
報
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
1
3
3
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総死亡数 
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特
集

健
康
寿
命
の
延
伸 

健
康
寿
命
の
延
伸 

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康、 
たばこ、アルコールの生活習慣の改善 

がん、循環器病、糖尿病、歯科疾患、性感染症、 
筋骨格疾患（骨粗しょう症、腰痛等）、こころの病気、 
アレルギー性疾患などの予防の推進 

健康なまちづくりの推進、情報の提供、 
基盤整備、調査研究の推進 

推進・評価体制の整備充実、県民の健康づくりに 
関する機関・団体、行政等の役割分担による推進 

ライフステージ（乳幼児期、学童期、思春期、青年期、壮年期、 
高齢期）に応じた健康づくりなど県民行動指針の実践 

新県民ヘルスプランの概要 新県民ヘルスプランの概要 

生活習慣の改善推進 

疾病予防の推進  

健康を支援する環境づくり 

推進体制の整備  

ライフステージ別健康づくり 

規則正しい生活を心がけている 

定期的に健康診断を受けている 

過労に注意し、睡眠や休養を
十分とるように心がけている 

カロリーや塩分に気をつけたり
栄養が偏らないように食事に気
をつけている 

散歩したり、早く歩いたり、運動や
スポーツをするようにしている 
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特
集

人
生
八
十
年
。
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
は
、

県
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

県
で
は
こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
二
年
に
策
定
し
た
県
民
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン

を
見
直
し
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る

を
策
定
し
ま
し
た
。

延
び
る
平
均
寿
命
と
増
え
る

生
活
習
慣
病

我
が
国
は
、
戦
後
か
ら
二
十
世
紀
後
半

に
か
け
て
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
、

生
活
環
境
の
改
善
や
医
学
の
進
歩
な
ど
と

も
相
ま
っ
て
、
今
や
世
界
第
一
位
の
長
寿

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
本

県
の
平
均
寿
命
は
全
国
上
位
に
位
置
し
て

い
ま
す
。（
男
性
七
七
・
一
六
才
（
全
国
九

位
）、
女
性
八
三
・
八
六
才
（
全
国
五
位
）

〈
平
成
七
年
厚
生
省
調
べ
〉）。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
本
県
で
は
、

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
が
全
死
亡
原
因

の
約
六
割
を
占
め
る
な
ど
、
※

生
活
習
慣

病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
、
誰
も
が
健
康
で
明
る
く
元

気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
痴
呆
や
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
期

間
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す

こ
と
が
課
題
で
す
。

新
プ
ラ
ン
の
特
色

県
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
県
民
ヘ
ル

ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
な
ど
の
「
二
次
予
防
」
や

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
「
ハ
ー
ド

面
」
の
整
備
を
重
点
と
し
て
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
近
年
増
加
す
る
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
、
自
己
の
健
康
づ
く

り
の
実
践
は
も
と
よ
り
、
家
庭
や
地
域
、

学
校
、
職
場
な
ど
が
地
域
ぐ
る
み
で
個
人

の
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

新
プ
ラ
ン
で
は
、『
健
康
寿
命
』
の
延
伸

の
基
本
目
標
の
も
と
、
県
民
自
ら
の
健
康

観
（
健
康
に
対
す
る
考
え
方
）に
基
づ
く

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
を
尊
重
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
①
県
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
、
②
個
人
を
支
え
る
地
域
の
健
康
づ

く
り
、③
健
康
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
の

三
つ
の
柱
の
も
と
、
各
種
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、

次
の
四
つ
の
大
き
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
…
が
ん
、脳
卒
中
、心
臓
病
、糖
尿
病

な
ど
、食
習
慣
や
運
動
習
慣
、休
養
、喫
煙
、飲
酒
な

ど
の
生
活
習
慣
と
深
く
関
係
し
て
い
る
病
気
の
総
称
。

■富山県の総死亡に占める主要死因の割合■富山県の主要死因別死亡率の推移（人口10万人当たり）

■日常生活で心がけていること［上位5項目、複数回答］

一
人
ひ
と
り
が
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
実

践
す
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
し
、
健
康
増

進
を
図
る
「
一
次
予
防
」
に
重
点
を
お
き

ま
す
。

一
次
予
防
の
強
化 

特　色

1

健
康
づ
く
り
の
五
つ
の
項
目
（
栄
養
・
食

生
活
、
身
体
活
動
・
運
動
、
休
養
・
こ
こ
ろ

の
健
康
、
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
）
に
具
体

的
な
目
標
値
を
設
定
し
、
そ
の
改
善
・
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

目
標
値
の
設
定 

特　色

2一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
は
つ

ら
つ
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
栄
養
・
運
動
・

元
気
と
や
ま
の
推
進 

特　色

3

水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
と
や
ま

健
康
パ
ー
ク（
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
）
な
ど

多
く
の
健
康
増
進
施
設
、
伝
統
医
学
、
豊

か
な
農
水
産
物
、
深
層
水
な
ど
本
県
の
特

性
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

富
山
ら
し
さ 

特　色

4

資料：厚生労働省「人口動態統計」資料：厚生労働省「人口動態統計」

資料：健康づくり県民意識調査（平成12年1月富山県実施）

健
康
へ
の
関
心
は
あ
る
け
ど
、「
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
」「
長
続
き
し
な
い
」

と
い
う
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
ん
な

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
の
が

「
と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
」。

こ
こ
に
は
、
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
や
温
水
プ
ー
ル
、
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク

な
ど
充
実
し
た
設
備
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
師
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
総
合
指
導

コ
ー
ス
」（
長
期
型
）や「
一
般
指
導
コ
ー
ス
」

（
短
期
型
）な
ど
、
目
的
に
応
じ
た
コ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
ま
す
。

平
日
は
仕
事
帰
り
に
、
休
日
は
家
族
み

ん
な
で
と
利
用
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
。
ぜ
ひ

あ
な
た
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■利用時間／10:00～22:00（日・祝日は～19:00）
■利 用 料／1日1,800円、3時間1,500円、2時間1,000円

※小・中学生は半額、幼児は無料
■休　　館／月曜日
●問 合 せ　とやま健康パーク 1 076（428）0809

http://www.toyama-pref-ihc.or.jp

※各コースには受講料が必要と
なります。

－元気とやまの健康づくり－

休
養
の
三
要
素
に
「
元
気
」
と
い
う
要
素
を

加
え
て
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
対

策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

北陸自動車道 

神
通
川 

熊
野
川 

国
道
41
号
線 

スーパー 
農道 

富山空港 

富山県総合 
体育センター 

富山迎賓館 

テクノホール 

富山能楽堂 

富山県 
心の健康センター 
富山市保健所 

富山県健康 
　増進センター 

下熊野 

任海 

富山I.C

とうみ 

富山県国際健康プラザ 
富山県 
総合運動公園 
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●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
健
康
課
ま
で

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
2
2
2

自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
県
民
の
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
支
え
、
県
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
県
民
運
動
と
し
て

展
開
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
で
は
、
健
康
に
関
す
る
団
体
の
代
表

者
や
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
「
富
山
県

健
康
づ
く
り
県
民
会
議
」
を
設
置
し
、
市

町
村
を
は
じ
め
地
域
や
関
連
団
体
、
企
業

な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
啓
発
普
及
や

環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
自
分
の
健
康
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

私たちも健康づくりを
応援しています

食
生
活
改
善
推
進
員
、
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
母
子
保
健
推
進
員
、
婦
人
会
の
連
合
組

織
と
し
て
、
平
成
九
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
年
間
を
通
じ
て
、

公
民
館
な
ど
で
の
栄
養
教
室
、
が
ん
検
診
な

ど
の
受
診
の
呼
び
か
け
、
身
体
が
不
自
由
な

人
の
外
出
や
リ
ハ
ビ
リ
の
補
助
、
育
児
相
談

や
三
歳
児
健
診
等
を
活
用
し
た
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
会
報
や
研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
町
の
「
い
き
い

き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
の
健
康
寸
劇
上

演
に
向
け
、
各
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
決
し
て
人
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
い
い
機

会
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
ふ
れ
あ
え

る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
が
元
気
で
長

生
き
で
き
る
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り

の
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

健
康
情
報
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
こ
れ

か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.to
ya
m
a
.jp
/s
e
c
tio
n
s
/

1
2
0
5
/

年　　齢 
《ステージ》 ステージの特徴  取り組み事例  

0才～ 
《乳幼児期》 

体やこころの基礎的な機能が
整い、人格や生活習慣の基礎
が確立する時期です。 

●決まった時間に食事や間食を摂る習慣をつけましょう。 
●身体を動かす楽しさを体験させましょう。 
●一緒に遊ぶなど、親子のふれあいを深めましょう。 

6才～ 
《学 童 期》 

身体もこころも成長し、生活習
慣が固まる時期です。 

●インスタント食品やスナック菓子、ジュース類の摂り過ぎに注意し
ましょう。 
●テレビゲームは時間を決めて行い、屋外で元気に遊びましょう。 
●学校や地域での生活を通して社会生活のルールを身につけましょう。 

12才～ 
《思 春 期》 

身体機能が完成し、精神的に
も自己が確立するなど子ども
から大人への移行時期です。 

●欠食や食べ過ぎをせず、無理なダイエットはやめましょう。 
●身体の働きやトレーニングの効果を学習し、身体を鍛えましょう。 
●飲酒、喫煙、薬物乱用は絶対にやめましょう。 

18才～ 
《青 年 期》 

社会人として独立する時期で
あり、ライフスタイルが確立す
る時期です。 

●栄養成分表示（外食料理などに表示される栄養成分値）を見て、
食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう。 
●運動やスポーツを楽しむ時間をつくり、生涯スポーツに親しむ習
慣を身につけましょう。 
●たばこは、妊娠中の女性や子どもの前では吸わないとともに、妊
娠中の女性は禁煙しましょう。 

35才～ 
（40才～） 
《壮 年 期》 

働き、子どもを育てるなど社
会的にも極めて活動的な時期
です。 

●動物性脂肪を控えめにして、野菜をたっぷり食べましょう。 
●趣味やレクリエーションなどによる積極的休養の実践で、ストレス
と上手に付き合いましょう。 
●定期的に歯石除去などを受け、歯周病を予防しましょう。 

65才～ 
（70才～） 
《高 齢 期》 

人生の完成期です。 ●食事は欠かさずしっかり摂り、いろんなおかずを食べましょう。 
●散歩、ウォーキングなど年齢や体力に応じた無理のない運動を続
けましょう。 
●仕事や趣味、ボランティア活動などを通して、積極的に社会参加
しましょう。 

共　通 

●塩分の摂取を少なくし、食材のおいしさを味わいましょう。 
●地元で採れる魚や野菜を十分に食べ、果物・乳製品を毎日摂りましょう。 
●生活の状況に応じた身体活動やスポーツを、楽しく安全に続けて行いましょう。 
●ストレスのチェックを行い、睡眠時間を十分とり、余暇活動を活用するなど、自分なりの対処法を見つけましょう。 
●年１回は健康診断を受け、健康状態を確認しましょう。 

ライフスステージに合った健康づくり「健康アクションとやま（県民行動指針）」 
ここに挙げるのは一例です。皆さんもできることから取り組んでみましょう。 

・
三
世
代
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
の
実
施
な
ど
、
家
族
の
団
ら
ん
を
大

切
に
し
た
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着

身
体
活
動
・
運
動

・
と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
や
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
の
運
動
教
室
の
開
催
な

ど
、
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
安
全
な
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
継
続
の
推
進

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

・
心
の
健
康
づ
く
り
学
習
教
室
な
ど
、
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
知
識
の

普
及
啓
発

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
積

極
的
休
養
法
の
普
及
啓
発

県民全体の目標 

栄養・食生活 
量、質ともにきちんとした食事をする人の増加をめざす。 

55.2％ 70％ 
※「量、質ともにきちんとした食事」とは、1日最低1食、バランスのとれた
食事を、家族など2人以上で楽しく、30分以上かけて摂ること。 

身体活動・運動 
運動習慣者の増加をめざす。 

30％ 

※「運動習慣者」とは、1回30分以上の運動を、週2回以上実施し、1年
以上継続する人。 

※「多量飲酒者」とは、1日平均純アルコールで約60グラム（日本酒換算
で約3合）以上飲む人。 

69.4％ 75％ 

25％ 
22.4％ 男 性  

17.5％ 女 性  

  0％ 
  0％ 
45％ 
  9％ 

29.5％ 男 性  

11.9％ 女 性  

54.4％ 男 性  

10.0％ 女 性  

たばこ 
未成年の喫煙をなくすとともに、成人の喫煙者の減少をめざす。 

アルコール 
未成年の飲酒をなくすとともに、成人の多量飲酒者の 
減少をめざす。 

休養・こころの健康 
ストレス対処法実践者の増加をめざす。 

現　状  目 標 値  

現 　 状  目 標 値  

現 　 状  目 標 値  

現 　 状  目 標 値  

未
成
年
 

（
高
校
3
年
） 

成
　
人
 

  0％ 
  0％ 
5.1％ 
1.2％ 

44.8％ 男 性  

38.5％ 女 性  

6.4％ 男 性  

1.5％ 女 性  

現 　 状  目 標 値  

未
成
年
 

（
高
校
3
年
） 

成
　
人
 

※「未成年の喫煙」とは、過去1ヶ月以内に1回以上喫煙したこと。 

※「未成年の飲酒」とは、過去1ヶ月以内に1回以上飲酒したこと。 

（平成22年度まで） 

～朝日町健康づくりボランティア連絡
協議会の皆さん～

た
ば
こ

・
公
共
施
設
な
ど
で
の
分
煙
の
推
進
や
た

ば
こ
に
つ
い
て
の
健
康
教
室
の
開
催
な

ど
、
学
校
や
職
場
に
お
け
る
健
康
教
育

の
推
進

・
対
面
販
売
を
促
進
す
る
な
ど
、
た
ば
こ

販
売
業
者
に
よ
る
未
成
年
者
の
喫
煙

防
止
の
た
め
の
自
主
的
な
取
り
組
み
の

推
進

ア
ル
コ
ー
ル

・
ア
ル
コ
ー
ル
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
や

適
正
飲
酒
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進

・
酒
害
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
未
成
年

飲
酒
防
止
の
啓
発
活
動
の
推
進

生
活
習
慣
病
予
防
の

取
り
組
み
と
目
標
値

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、
そ

の
発
症
に
か
か
わ
り
の
大
き
い
、
食
生

活
、
運
動
習
慣
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
で
す
。
今
回
新
た
に
、
次

の
五
つ
の
項
目
に
県
民
全
体
の
目
標
値
を

設
定
し
ま
し
た
。

県
や
市
町
村
、
各
健
康
づ
く
り
関
連
団

体
な
ど
で
は
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

栄
養
・
食
生
活

・
栄
養
教
室
の
開
催
な
ど
、
塩
分
を
控
え

め
に
し
、
野
菜
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
推
進

栄養教室で講師の話に熱心に聞きい
る参加者



社会経済環境の変化に伴ない、介護や子育て、環境の

問題など、地域社会の課題やニーズが複雑・多様化して

きており、これからは、自立と共生の考え方のもとに、

住民一人ひとりが地域社会へ積極的に関わっていくこ

とが重要になっています。

ボランティア活動は、こころ豊かなふれあいのある地

域社会を実現する大きなエネルギー源です。一人ひとり

の参加で県民ボランティアの輪を広げましょう。
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●
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
女
性
青
少
年
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
9
0
1
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り

平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
百
三
十

五
万
人
を
超
え
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
駆
け
つ
け
、
救
援
・
復
興
活
動
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
、
県
内
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
、
福
祉
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
広

範
な
分
野
で
活
動
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
開
催
し
た
２
０
０
０
年
と
や

ま
国
体
と
き
ら
り
ん
ぴ
っ
く
富
山
で
は
、

大
会
の
運
営
、
案
内
介
助
、
環
境
美
化
運

動
な
ど
で
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
し
、
大
会
の
成
功
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
平
成
十
年
に
は
、「
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）」が
施
行
さ
れ
、

民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
が
比
較
的

簡
易
な
手
続
き
で
法
人
格
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

我
が
国
の
提
案
に
よ
り
、
二
十
一
世
紀

最
初
の
年
、
二
〇
〇
一
年
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
と
す
る
こ
と
が
、
国
連
総
会
に

お
い
て
、
世
界
百
二
十
三
カ
国
の
満
場
一

致
で
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
は
、
①
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
、

②
参
加
を
容
易
に
す
る
、
③
横
の
つ
な
が

り
を
強
化
す
る
、
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
す
る
、
と
い
う
四
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
世
界
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

を
記
念
し
て
十
一
月
に
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
、
活
動
の
輪
を
広
め
る
た
め
、

毎
年
十
月
を「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
強
調

月
間
」
と
し
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
地
域
づ
く
り
の

担
い
手

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
社
会

的
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
を
よ
り
よ
く

し
て
い
こ
う
と
い
う
自
立
と
共
生
の
考
え

方
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
県
民
の

自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
社
会
を
支
え
る
大
き
な
力
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
一
層
活
発
に
展
開
さ
れ

る
よ
う
、
今
後
と
も
活
動
し
や
す
い
環
境

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
取
り
組
み

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
層
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
九
年
九
月
に
設

置
さ
れ
、
情
報
の
収
集
提
供
や
人
材
の
養

成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
交
流
活
動
の
支
援
、

活
動
の
拠
点
と
な
る
場
の
提
供
な
ど
、
各

種
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
利
用
団
体
な
ど
に
よ
る

自
主
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
誕
生
す

る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
、ボ
ラ
ン

富山県民ボランティア大会
日　時 10月27日（土）10：00～
会　場 富山県総合福祉会館（サンシップとやま）
内　容 式典、表彰、テーマ別交流会

基調講演　講師／増岡 弘 氏（｢サザエさ
ん｣のマスオさん役でおなじみの声優）

申込み先 富山県ボランティアセンター
募集締切 10月10日（水）まで

ボランティア国際年とやまフォーラム
日　時 11月23日（金）～25日（日）
会　場 富山県総合福祉会館（サンシップとやま）
内　容 23日（金）

基調講演　講師／牟田悌三氏
（俳優、世田谷ボランティア協会理事長）
ビデオトーク
24日（土）～25日（日）
テーマ別交流会

ボランティア活動強調月間（10月）
市町村ボランティアセンターを中心にシンポジウ
ム、ボランティア体験、交流会など各種イベントが
実施されます。
詳しくは、下記までお
問合せください。

●問合せ 富山県社会
福祉協議会・富山県ボ
ランティアセンター
1 076（432）6123

富山県民ボランティア総合支援センター

①ボランティア活動を活性化するために
・団体間の交流事業や県民参加型の事業に対する助成
・打合せや機関紙づくりなどに自由に利用できるボ
ランティア交流サロンなどの開設（県社会福祉協
議会と共同）
利用時間：火～土 9:00～21:00

日・祝 9:00～17:00
閉 館 日：月曜（月曜が祝日の場合、翌日閉館）
※駐車料金は2時間まで無料
・団体情報や研修・イベント・助成などの各種ボラン
ティア情報の提供
・ボランティアに関する講座や研修の実施

②ボランティアの輪を広めるために
・ボランティア活動強調月間の設定、情報紙などに
よる普及広報活動
・県民ボランティア大会やテーマ別交流会の開催
・ボランティア相談の実施

③災害に備えて
・災害に備えて関係団体との連絡会の開催、災害救
援ボランティアやコーディネーター研修を実施

●問合せ 富山県民ボランティア総合支援センター
住所 富山市安住町5-21（富山県総合福祉会館3階）
1 076（432）2987  FAX 076（432）2988
Ｅメール toyama_v@d5.dion.ne.jp
ホームページ
http://www.d5.dion.ne.jp/̃toyama_v/

主な取り組み

1

2

3

ボランティア交流サロン：グループの打合せ、広
報誌の作成などに利用されている。

昨年開催された富山県民ボランティ
ア大会の様子

ボランティア国際年マスコット
キャラクター ハーティーくん

テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
、
研
修
会
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
助
成
な
ど
各
種

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
社
会
に
参
画

し
、
こ
こ
ろ
豊
か
で
活
き
活
き
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

・法人名で契約できるようにな
り、不動産の登記や銀行口座
が開設できるようになります。

・法人県民税、市町村民税が免
除されます。（収益事業を行
わない場合）

・社会的な信用が高まることが
期待できます。

・一定の要件を満たし、国税庁
長官の認定を受けたＮＰＯ法
人への寄付については、寄付
金控除の措置があります。

ＮＰＯ法人格を取得すると
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五
箇
山
上
平
村
の
岐
阜
県
と
の
県
境

近
く
に
、
清
ら
か
な
水
を
た
た
え
た
桂

湖
が
あ
る
。
平
成
五
年
に
、
境
川
ダ
ム

の
完
成
と
と
も
に
で
き
た
ダ
ム
湖
で
、
有

峰
湖
、
黒
部
湖
に
次
い
で
県
内
三
番
目

の
広
さ
を
誇
る
。

か
つ
て
、
こ
こ
に
は
県
内
最
南
端
の

集
落
で
あ
る
桂
集
落
が
あ
っ
た
が
、
過

疎
化
が
す
す
み
、
昭
和
四
十
五
年
に

人
々
は
村
を
離
れ
た
。
そ
の
後
境
川
ダ

ム
の
建
設
が
始
ま
り
、
十
八
年
を
か
け

て
完
成
。
桂
の
名
を
も
っ
た
湖
が
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。

五
箇
山
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
、
静
か
な

湖
面
を
見
せ
る
桂
湖
は
、
そ
の
豊
か
な

自
然
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
。

桂
湖
周
辺
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
生

か
し
て
、
自
然
と
親
し
む
湖
畔
の
リ
ゾ

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
着
い
た
と
た
ん
、

思
わ
ず
深
呼
吸
し
た
く
な
る
よ
う
な
気
持

ち
の
い
い
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
ず
訪
れ
て
ほ
し
い
の
が
桂
湖
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
。
桂
湖
周
辺
に
生
息
す
る

植
物
や
動
物
な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
室

や
、
五
箇
山
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
を

ビ
デ
オ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
チ
ャ

ー
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
る
。
カ
ヌ
ー
の
レ
ン

タ
ル
も
行
っ
て
お
り
、
桂
湖
の
水
上
体

験
も
で
き
る
。

桂
湖
に
は
、
国
内
で
も
数
少
な
い
二

千
メ
ー
ト
ル
級
の
漕
艇
そ
う
て
い

場
が
あ
り
、
ボ

ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
ボ
ー
ト
の
大

会
も
開
催
さ
れ
る
。

休
憩
や
宿
泊
に
は
コ
テ
ー
ジ
が
利
用

で
き
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
派
に
は
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
も
楽
し
め
る
。

桂
湖
に
は
、
キ
ハ
ダ
や
ト
チ
ノ
キ
、
コ

ナ
ラ
な
ど
の
木
が
自
生
し
て
い
る
。
近

く
の
渓
流
に
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
が
生
息

し
、
桂
湖
周
辺
の
生
き
物
は
千
二
百
種

に
も
及
ぶ
。

日
々
色
を
深
め
る
山
の
木
々
、
響
き

わ
た
る
虫
の
声
、
冴
え
て
い
く
空
気
な

ど
、
深
ま
る
季
節
の
美
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
の
も
、
五
箇
山
と
い
う
大
自
然
の

な
か
に
あ
る
か
ら
と
い
え
る
。
も
う
す
ぐ

湖
面
に
は
紅
葉
が
美
し
く
映
る
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
た
お
か
げ

で
、
時
間
的
に
ず
い
ぶ
ん
近
く
な
っ
た

五
箇
山
だ
が
、
こ
こ
で
は
確
か
に
自
然

が
時
を
刻
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

自
然
た
っ
ぷ
り
の
湖
畔
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
し
よ
う
。

福光IC

五箇山IC

至小矢部・砺波JCT 至砺波 

R304
R156

R156

庄
川 

五箇山トンネル 

袴
腰
ト
ン
ネ
ル 

タカンボー山 

岐阜県 

●道の駅たいら 

 

●菅沼合掌造り集落 

●道の駅上平
ささら館 

東
海
北
陸
自
動
車
道 

相倉合掌造り集落● 

桂湖 

営業期間／11月30日まで
（来年は4月25日より）

桂湖ビジターセンター／午前8時～午後5時
オートキャンプ場／21区画

日帰り（午前11時～午後4時）2,000円
宿泊（午後2時～翌日午前10時）5,000円

コテージ／8人用3棟
日帰り（午前10時～午後3時）5,000円
宿泊（午後4時～翌日午前9時）16,000円

レンタルカヌー／小学生以上
2時間1艇3,000円

マウンテンバイク／
大人用　　半日 500円
子ども用　半日 300円

※いずれも桂湖ビジターセンターで受け付けます。
オートキャンプ場、コテージの受付時間は午後
5時まで、レンタルカヌーは午後3時まで。

問 合 せ／桂湖ビジターセンター
10763（67）3120

■自家用車で
東海北陸自動車道五箇山ICから約15分
北陸自動車道砺波ICから約80分

桂
かつら

湖
こ

周辺は白山国立公園、五箇山県立自然公園
に位置し、恵まれた豊かな自然と広大な水
域を生かして様々な設備が整備されてい
る。総貯水量は約6,000万m3（東京ドー
ム約48杯分）。境川ダムは、発電、洪水の
調節、かんがい・水道用水などに使用され
る多目的ダム。県営ダムとしては、高さ・
総貯水量とも日本一。

桂湖ビジターセンターの展示室では、桂湖の自然や歴史、
五箇山の観光紹介などを行っている。

合掌造りと船底をイメージした桂湖ビジタ
ーセンターの外観。オートキャンプ場やコ
テージなどの総合受付にもなっている。

合掌造りをイメージしたコテージは、バス、
トイレ、キッチン付きで快適に過ごせる。

マウンテンバイクもレンタルできる。
山の空気のなかを爽快に走ってみよう。

湖を眺めながら食事などができる軽食・喫茶
「たいむ」。

オートキャンプ場は、21区画。シャワーな
ど設備も充実。自然のなかで食事をすれば、
おいしさも楽しさもひときわ。

トンネルを抜けると美しい湖面が見えてくる。右に見える開津
かいづ

橋を渡ると桂湖ビジターセンターやコテージ
などの施設がある。

カヌーに挑戦。力を合わせて漕ぎ出すと、湖面を進
みはじめる。オールの水音も楽しい。
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越中夢創隊（とやまドリームメーカーズ）会長

1974年生まれ　富山市在住

始
ま
り
は
五
人
の
メ
ン
バ
ー

高
校
生
か
ら
六
十
代
の
主
婦
ま
で
、

総
勢
百
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
成

る
越
中
夢
創
隊
（
と
や
ま
ド
リ
ー
ム
メ

ー
カ
ー
ズ
）。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
四

月
の
結
成
時
は
、
岸
谷
さ
ん
を
入
れ
て

わ
ず
か
五
人
。
以
前
か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
岸
谷
さ
ん

が
、「
富
山
の
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
が
き
っ
と
創
れ
る
は

ず
だ
」
と
い
う
思
い
か
ら
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
思
い
に
賛
同
し
た
友
人
た
ち
か
ら

輪
が
広
が
っ
て
二
十
人
が
集
ま
り
、
結

成
ま
も
な
い
五
月
に
は
、
滑
川
市
の
龍

宮
ま
つ
り
で
早
く
も
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
た
。

「
Ｇ
パ
ン
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
踊
っ
た
ん
で
す

が
、
と
に
か
く
楽
し
い
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
思
っ
て
無
我
夢
中
で
し
た
」

こ
の
初
舞
台
を
ス
タ
ー
ト
に
、
メ
ン

バ
ー
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
自
分
た

ち
の
演
舞
を
創
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
年
の
八
月
、「
第
二
回
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
と
や
ま
」
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
。

な
ぜ
、
富
山
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

な
の
か

受
賞
後
、
県
内
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト

か
ら
出
演
依
頼
が
相
次
ぎ
、
注
目
度
が

高
ま
る
一
方
で
、
批
判
の
声
が
投
げ
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
う
。そ
れ

は
、”高
知
で
生
ま
れ
、札
幌
で
育
っ
た
“

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
を
、
な
ぜ
富
山
で
や

る
の
か
と
い
う
疑
問
。し
か
し
、そ
れ
に

答
え
る
岸
谷
さ
ん
の
答
え
は
明
解
だ
。

そ
れ
は
「
富
山
が
好
き
だ
か
ら
」。

富
山
を
離
れ
て
暮
ら
し
た
こ
と
の
な

い
、
生
粋
の
富
山
っ
子
の
岸
谷
さ
ん
は
、

と
か
く
「
暗
い
」「
閉
鎖
的
」と
い
わ
れ
が

ち
な
県
民
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
吹
き
払
い
、

元
気
で
明
る
い
富
山
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
い
う
思
い
を
抱
き
続
け
て
き
た
。

そ
れ
を
ぶ
つ
け
た
の
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
だ
っ
た
の
だ
。

真
剣
に
遊
ん
で
、進
化
し
よ
う
　

「
う
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
は
麦
屋
節
・
ソ

ー
ラ
ン
節
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
。

こ
の
富
山
で
脈
々
と
歌
い
踊
り
継
が
れ

て
き
た
民
謡
を
ベ
ー
ス
に
、
現
代
に
生

毎年8月に開催される富山まつりで、一昨
年から繰り広げられている「YOSAKOI
とやま」。年々参加チームが増えるなか、昨
年、今年と2年連続で最優秀賞を獲得した
のが岸谷さん率いる越中夢創隊（とやまドリ
ームメーカーズ）。今年は札幌での「YOSAKOI
ソーラン祭り」にも県内から初出場を果たす
など、全国に広がるYOSAKOIムーブメン
トを、富山でも大きく盛り上げている。

き
る
僕
た
ち
が
新
た
な
解
釈
で
表
現
で

き
る
。
そ
れ
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
魅

力
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
を
通
し
て
で
き
た

全
国
の
仲
間
た
ち
も
、
故
郷
へ
の
思
い

を
込
め
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

岸
谷
さ
ん
は
自
分
の
思
い
を
さ
ら
に
強

く
し
た
。
そ
し
て
今
年
六
月
、
札
幌
の

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
に

県
内
か
ら
初
出
場
。
会
場
を
最
も
盛
り

上
げ
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
会
場
賞
や

個
人
賞
を
獲
得
し
た
。

「
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
が
踊
っ
て
い
る
と

き
の
笑
顔
を
見
る
瞬
間
が
、
世
話
役
を

や
っ
て
い
て
一
番
よ
か
っ
た
と
思
う
と

き
で
す
ね
」

こ
の
夏
、
第
三
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

と
や
ま
で
Ｖ
２
を
達
成
。
チ
ー
ム
と
し

て
は
、
さ
ら
に
進
化
し
続
け
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。「
真
剣
に
遊
ん
で
い

ま
す
」
と
い
う
岸
谷
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー

は
明
る
い
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

練習は、週2日。踊りだけでなく会場にお
けるマナーにも気を配る。

第3回YOSAKOIとやまでのパ
レード。街をステージにして、
観客の心を動かす。
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I N F O R M A T I O N  インフォメーション

とやまマルチメディア祭2001の開催

いきいきとやま・第14回健康と長寿の祭典
－みんなでつくり みんなで支える 健康とやま－

定置網新世紀フォーラムの開催

平成13年度 NEAR21事業の開催

「人と企業のふれあい広場（ガイダンス＆ビジネス
フェア2001）」における合同就職面接会の開催

健康づくりに関するフォーラムや各団体による出展、高齢
者の生きがいづくり発表などを行います。
日 時 10月25日（木）、26日（金）午前10時～午後4時
会 場 富山県民会館　ホール・ロビーほか
入 場 料 無料
＜25日＞
・新県民ヘルスプラン推進フォーラム

基調講演　鏡森 定信 富山医科薬科大学教授
特別講演　小林 完吾氏（アナウンサー）
公募者などによる健康トーク

＜26日＞
・県老人クラブ大会
・こころの健康フェスティバル
・国際健康プラザにおける健康づくり体験
※送迎バス運行（県庁前 午前10時、午後1時出発 要予約）

●問合せ 県庁健康課
1076（444）3222 

最新情報機器・システムの展示、インターネットやテレビ
ゲームなどのマルチメディア体験、学校などで研究開発さ
れたシステムの発表、講演会などを行います。
日 時 10月26日（金）～28日（日）午前10時～午後5時
会 場 富山産業展示館（テクノホール）
入 場 料 無料
＜マルチメディア講演会＞
講演会①
日 時 10月26日（金）午後1時30分～3時

「IT不況のあとにはじまるIT革命」
中村 伊知哉氏（米MITメディアラボ客員教授）

講演会②
日 時 10月27日（土）午後1時30分～3時

「インターネットサービスの運用事例の報告と今後の展開」
菊池 紀芳氏（iバリュー クリエーション社技術部参事）

●問合せ とやまマルチメディア祭2001実行委員会事務局
1076（442）6161

北東アジア地域との経済交流を促進するため各種事業を実
施します。
（NEARとは、Northeast Asia Region 北東アジア地域の略）
●中国・韓国・極東ロシア ビジネスセミナー＆個別相談会
日 時 10月11日（木）午後1時～5時
会 場 富山国際会議場2階　多目的ホール
内 容 対岸諸国との輸出入、生産委託や技術交流など

のビジネス活動に有益な情報を提供します。
●国際化人材育成セミナー
日 時 10月30日（火）午後1時30分～4時
場 所 富山県民会館701号室
内 容 企業の海外事業展開に必要な人材の養成と支援

を行っている海外職業訓練協会（OVTA）の支
援制度を活用事例も交え、わかりやすく紹介し
ます。

●入場料無料

●問合せ 環日本海貿易交流センター
1076（432）1321

一般求職者および新規大学等卒業予定者を対象に、県内企
業と直接面談できる場を提供するため、合同就職面接会を
開催します。

日 時 11月14日（水）午後1時30分～5時
会 場 高岡テクノドーム「人と企業のふれあい広場」
参加企業約50社
実施内容 企業の人事担当者等との個別面談による会社概

要、採用条件などの説明および面接
●併催イベント・ビジネスフェア（14、15日）

・ベンチャー支援（14、15日）
・セミナー（15日）

※求職者は、事前の申込みの必要はありません。（入場無料）

●問合せ 富山県内のハローワーク
富山労働局職業安定課 1076（432）2782
県庁労働雇用課 1076（444）8897

ヒューマンコミュニケーションフェスタ・イン・とやま2001の開催

多くの人が参加し、基本的人権の尊重について理解を深め、心豊
かに暮らせる社会が実現するよう、様々なイベントを行います。
日 時 10月30日（火）午前10時～午後4時
会 場 パレブラン高志会館
内 容（1）講演会（午後2時40分～4時）

講師　天野 祐吉氏（コラムニスト、童話作家）
タイトル「面白く生きるということ」

（2）ハートフル映画上映
・「きかんしゃトーマス劇場版 魔法の線路」(午前10時20分～）
・「ミュージック・オブ・ハート」(午後0時20分～)
（3）総合人権相談

人権擁護委員・弁護士による人権・法律相談
（4）人権啓発ビデオ上映
（5）啓発パネル、資料展示
・人権親子の紙芝居コンクールの入賞作品
・世界人権宣言の全条文などのパネル展示

入 場 料 無料

●問合せ 県庁生活文化課　1076（444）9646

新しい時代の定置網の姿を提案し、環境に優しい定置網漁法
の役割を再認識するためのフォーラムを開催します。

テ ー マ 氷見から世界へ発信！定置網から考える環境と食料
開 催 日 11月10日（土）
内 容 氷見市民会館 午後1時～4時

基調講演 ｢21世紀の水産業は　～資源の持続的利用を
めざして｣
パネルディスカッション
｢海と魚と町づくり ～環境と食料を守る漁業とは～｣
氷見市教育文化センター
ワークショップ　午後4時10分～5時40分
グループＡ「漁場環境・漁業資源と定置網漁業」
グループＢ「定置網漁業の新しい取り組みと技術開発」
グループＣ「定置網の利点を活かしたブランドづくり」
グループＤ「定置網漁業における国際協力の展開」

入 場 料 無料
●問合せ 氷見定置網トレーニングプログラム実行委員会事務局

（氷見市建設部水産漁港課内）1 0766（74）8101
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■お詫びと訂正 9月号の「行ってみよう情報」で紹介した立山博物館の案内で、「9/26～28は展示館のみ開館」とあったのは「展示館のみ休館」の誤りでした。

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢と、
本誌の感想・入手方法を記載。

あて先／〒930-8501（住所不要）
富山県庁広報課「県広報とやま10月号」クイズ係

締切／11月5日（月）（消印有効）

正解者の中から5名の方に、9・10ページで紹介した桂湖の「レンタルカヌー
割引券」をペアでプレゼントします。

ご応募お待ちしています。

「県広報とやま」の今後の発行計画は次
のとおりです。これからも皆さんのご愛
読をお願いします。
◆11・12月合併号【通常版】
11月１日に発行
◆１月号【各世帯配布版】
１月上旬の朝刊に折り込み
◆２月号【通常版】
２月１日に発行
◆３月号【通常版】
３月１日に発行
◆４月号【各世帯配布版】
３月下旬の朝刊に折り込み

※計画は変更になる場合があります。

県広報とやまの各世帯配布版（年3回発
行）は、新聞折込で各家庭にお届けします。
また、通常版（年7回発行）は、次の場所で
無料配布するほか、郵送による定期購読
も受け付けています。

主な配布箇所
県庁、県刊行物センター（県民会館１階）、
県の各施設、市町村役場、図書館、文化
ホール、公共温泉施設、主なショッピング
センター、いきいきＫＡＮ（富山駅前Ｃ
ＩＣ５階）、JR駅（一部）、富山空港、東
京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法
郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読
回数（通常版の回数）を明記し、郵送料
として１回当たり１６０円分の切手を
同封のうえお申し込みください。
※購読期間中は､通常版･各世帯配布版の両方
を郵送しますが､郵送料の負担は通常版の分だ
けで結構です｡
（例：最新号から1年間購読を希望する場合は、
160円×7回＝1,120円になります。）

あて先
〒９３０-８５０１（住所不要）富山県庁広報課
「県広報とやま」定期購読係

8月号プレゼント当選者
■水墨美術館の「公募：墨画トリエンナーレ
富山2001」鑑賞券
仲田　緑さん（富山市）、日俣祥子さん（富
山市）、鍛治さち子さん（高岡市）、杉守美
紀さん（氷見市）、貫場三樹さん（砺波市）、
林田正夫さん（砺波市）、川合幸子さん（小
矢部市）、中川ヒロさん（小矢部市）、細川
紀子さん（立山町）、寺脇秋夫さん（城端町）

正解は「ふれあい」でした。

今年は、
○○○○○○国際年です。

→答えはクローズアップを読めばわかります。

○○○○○○を埋めてください。

とやまの情報お伝えします！【10月の県政番組】※タイトルは、いずれも仮題です。

このほか、新聞広報やインターネットでも
県政情報をお伝えしています。
■新聞広報「県からのお知らせ」
10月13日・20日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

7日 とやまの漁業
14日 みんなで進める交通安全
21日 元気とやまの健康づくり
28日 ふるさと探訪 ～福野町～

7日 芸術の秋
14日 秋をまるかじり
21日 県外出身者から見た富山
28日 スカイスポーツ

28日 とやま特産最前線

勤労者向けの新しい生活資金融資制度がスタートしました。

県では、県内勤労者の福祉の増進と生活の安定を図るため、今月から新しい融資制度
を創設しました。この制度では、現在の厳しい雇用情勢に配慮し、離職者に対する特別
枠を設けています。
申込み方法など詳しくは、※北陸労働金庫の県内支店または県庁労働雇用課にお問い
合せください。
※今月、北陸３県の労働金庫が統合し、北陸労働金庫が発足しました。

詳しくは県庁労働雇用課ホームページでもご覧になれます。
●問合せ 県庁労働雇用課　1 076（444）3257

http://www.pref.toyama.jp/sections/1303/1303.htm

勤労者� 離職者�

県内居住1年以上で、同一事業所に1年
以上継続して勤務している方�

県内居住１年以上で、離職中であり、
現在求職活動をしている方�
（次の条件を満たす方）�

5年以内�

※離職者の場合、別に連帯保証人が必要です。�

※育児・介護休業資金、離職者生活資金については、据置期間があります。�

年2.5％（固定金利。保証料は別途必要です。）�

100万円（担保不要）�

・ 教育資金　・ 住宅改良資金�
・ 結婚資金　・ 医療資金�
・ 育児休業や介護休業中の生活資金�
・ 災害復旧に必要な資金�

離職中の生活資金や求職活動に必要な
資金�融資対象資金       

融 資 限 度 額       

融 資 利 率 等       

返 済 期 間 �

融 資 対 象 者 �
・ 世帯の生計を維持していること�
・ 雇用保険法による一般被保険者�
・公共職業安定所で求職の申込みをし
ていること�

・雇用保険求職者給付を受給中または
受給終了後6ヶ月以内の方�

富山県勤労者生活資金貸付制度�
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�小
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こ
ど
も
み
ら
い
館

造形発見広場「石」
【10/6（土）～28（日）】
様々な形の石の見立て遊びを通じて、いくつも
の造形プログラムが楽しめます。
材料代 100円～300円

郷土玩具が語る地方の風習と伝説
中部9県の郷土玩具展
【11/3（祝）～1/6（日）】
地方の風習や伝説をもとに制作された中部9
県の郷土玩具を約50点展示します。

9:30～17:00 休火曜・第4水曜・祝日の翌日
（11/4、11/24は開館）、11/5、11/26 入館無料

GS●�

　こども�
◎みらい館�

●環境科学�
　センター�

●県立大学�

至富山�至高岡�

太閤山ランド�

至JR小杉駅�

至小杉I.C

至
新
湊�

�小
杉
町
黒
河
4
7
7
4-

6

1
0
7
6
6（
5
6
）6
1
1
6

県
民
公
園

太
閤
山
ラ
ン
ド

小鳥のマイホームづくり
【11/10（土）10：00～14：00】
親子で巣箱をつくり、太閤山ランド園内に掛けます。
受付9：30～こどもみらい館にて
定員／親子15組　要申込10/31まで　昼食持参

もみじの散歩道
【11/11（日）・12（月）13：00～16：00】
秋の太閤山ランド内をナチュラリストととも
に歩きます。参加費 200円／小・中100円

9:00～17: 00 休 火曜・祝日の翌日（11/4、
11/24は開園）、11/5、11/26
入園無料（駐車料金と施設利用料金は別途必要）

GS●�

◎�
太閤山ランド�

●環境科学�
　センター�

●県立大学�

至富山�至高岡�

至JR小杉駅�

至小杉I.C

至
新
湊�

�婦
中
町
吉
住
1-

1
1
0
7
6（
4
6
9
）5
2
5
2

自
然
博
物
園

ね
い
の
里

自然観察会「キノコ狩りとキノコ汁を愛でる」
【10/14（日）9：00～13：00】
ねいの里の周辺でキノコ狩りを楽しみ、キノ
コ汁を味わうと共に、キノコの発生条件や名
前を調べ、自然界でのキノコの持つ役割を学
びます。
対象／小学生以上
参加費／キノコ汁の食器・材料代として200円
集合場所／ねいの里展示館 要申込 10/12まで

9:00～16:00
休 火曜・祝日の翌日（11/4、11/24は開園）、
10/24、11/5、11/26 入園無料

◎ねいの里�

至砺波�

至八尾�
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「舞台芸術・芸能ー発見ライブ in ORBIS」
感動！！いまどきのダンスっておもしろい！
【11/2（金）・3（土）開演18：30～】
言葉や道具を使わず、自身の身体で表現し、
コミュニケーションするという他の芸術に
はない特徴を持つダンス。このダンスを追
い求め、世界的にも認められた3人がオルビ
スに集います。

出演／奥睦美、山崎広太、山田せつ子
3,000円（前売・当日とも）全席自由

●CIC

バスターミナル� ◎オルビス�

マリエとやま�
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企画展「植物画展」
【10/26（金）～11/7（水）】無料
※入場料が必要です。

第9回TOYAMA植物フォーラム
「地方植物誌編纂の課題」
【11/18（日）13：00～16：00】無料

ドリアンを食べてみよう
【11/25（日）13：00～16：00】
定員50名　要申込（先着順）実費2,000円

9:00～16:30（入館は16:00まで）
休木曜 一般 600円小・中 300円

R359
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中央植物園�
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北陸自動車道�
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至砺波�
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海王丸総帆展帆
【10/21（日）・11/4（日）】

練習帆船海王丸 寄港（富山新港北埠頭）
【10/18（木）～22（月）】
初代、2代目の海王丸が揃っての一般公開を
行います。
10/20（土）総帆展帆
10/21（日）船内一般公開

R8

R�
472

至小杉I.C

新湊市�
博物館�
　　●�

新港の森�
●�

海王丸パーク◎�

万葉線�

至高岡� 至富山�

富山新港�

海王丸駅�越ノ潟�

入園自由 帆船海王丸乗船は9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日（10/8、11/4は乗船可能）
11/6～30は船体整備のため乗船不可
一般 400円 小・中 200円
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特別企画展
「地獄遊覧ー地獄草紙から立山曼荼羅までー」
【～11/4（日）】
国宝・国指定重要文化財を含む、約40点の絵画
を通して日本の地獄思想の変遷を紹介します。
一般200円／高・大160円／小・中100円

出展作品説明会
【10/21（日）10：30～12：00、13：30～15：00】

9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（10/8、11/4、11/24は開館）
※11/6～7は展示館のみ休館
一般 650円 高・大 400円 小・中 250円
※展示館・遙望館・まんだら遊苑の3施設セット券
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企画展「21世紀へ伝えたい SABO
砂防の父・赤木正雄」
【10/23（火）～12/9（日）】
砂防の基礎をつくった赤木正雄博士の足跡
をたどり、彼の砂防哲学が生涯を通じてどの
ように展開したのか、遺品や映像などで紹介
します。

9:30～17:00
休月曜・祝日の翌日（10/8、11/4、11/24は開館）
常設展示観覧料一般400円高・大320円小・中200円
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とやま現代作家シリーズ
こころの原風景
【10/4（木）～11/25（日）】
若手を中心とした本県ゆかりの作家32人の
新作・近作を展示します。
〈会期中のイベント〉
アートウォッチング「自作を語る」
【10/7（日）、14（日）、21（日）、28（日）】
一般 700円／高・大 500円／小・中 350円
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休 月曜・祝日の翌日（10/8、11/4、11/24は開館）
常設展示観覧料
一般 200円高・大 160円小・中 100円
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「ミュンヘン交響楽団」
【10/29（月）開演19：00～】
ミュンヘン交響楽団は、ドイツ国内はもとより
世界中で高く評価されています。常任指揮者ハ
イコ・マティアス・フェルスター、バイオリニス
ト アラベラ・シュタインバッハーと共に60名
が初来日し、迫力ある演奏を披露します。

曲目／オール・ブラームス・プログラム
ヴァイオリン協奏曲ニ長調／交響曲第2番ニ長調

S席4,500円／A席3,500円／B席2,000円
（前売・当日とも）

 ◎�
県民会館�●市役所�
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男女共生トークサロン
女らしく男らしくといった「らしさ」にとらわれ
ない生き方について考え、フリートークを通じて
参加者同士の交流を図ります。
昼トーク「あなたの一言、その思いやり～共に
変わりましょう、これからの共生社会に～」
【11/10（土）13：30～15：30】
夜トーク「語ろう！夫と妻の役割と子育て
ー夫婦のきずなー」
【11/22（木）19：00～21：00】

　県民共生�
◎センター�
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●�
とやま�
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ボルファート
とやま�

9:00～21:00（日曜～17:00）
図書室9:00～20:00（日曜～17:00）
休月曜・祝日
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「話芸・笑芸」
【10/28（日）開演18：30～】
漫談、漫才、落語とジャンルの異なる話芸の
達人たちが同じ舞台で共演し、多彩な話芸を
披露します。

出演者／牧伸二（ウクレレ漫談）
今いくよ・くるよ（漫才）
春風亭昇太（落語）
吉川精一（進行役）

2,500円（当日3,000円）全席自由
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※県内50箇所の「とやまの音風景」を収録したCDは市町村図書館などでお聴きになれます。

市
街
地
の
中
心
部
に
約
二
十
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
を
持
つ
高
岡
古
城
公
園
。
こ
こ

は
、
か
つ
て
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
が

築
い
た
高
岡
城
の
跡
で
あ
る
。
一
国
一
城
令

に
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と
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が
、
濠ほ

り
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の
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ま
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年
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市
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花
々
、
小
径
に
生
え
る
草
。
公
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は
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に
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の
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風
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揺
れ
る
音
の
向
こ
う
に
、
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類
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鈴
の
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歩
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然
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楽
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く
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る
。

春
に
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桜
、
秋
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は
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葉
と
、
人
々
は
季
節
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に
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れ
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ま
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優
し
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包
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込
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で
い
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。
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